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第 4 章は， 2 次元的な導波構造をもっ拡散形光線路における導波モードについて考察したものであ
る。すなわち，変分法における Rayleigh- Ritz 法を用いて，種々の屈折率分布を有する 2 次元拡散
形光線路における導波モードの詳細な解析を行ない，その伝搬定数および電磁界分布の模様を多くの
数値計算例を示して明らかにするとともに 解析結果の精度についても検討を加えている。
第 5 章は， 3 次元的な導波構造をもっストリップ装荷拡散形光線路における導波モードについて考
察したものである。すなわち まず誘電体ストリップを装荷した 3 次元的な導波構造をもっ，種々


















その基本的な伝搬特性を明らかにしたのち，実際の光IC 線路として要求される 3 次元的な導波構造を
もっ拡散形光IC 線路における導波モードを詳細に解明し 線路の形状わよび、幾何学的す法例云鮒寺性に
におよぼす影響を明らかにして，実用上有用な多くの興味ある結果を示し 設計の指針を与えている。
以上のように，本論文は最近の光通信技術の研究・開発に関連して注目を集めている多モード光フ
ァイパおよび拡散形光IC 線路の基本的な諸特性を理論的に解明し，実用上有用な多くの基礎資料と
設計の指針とを示すとともに，学術上興味あるいくつかの知見を得たものであって，通信工学の発展
に寄与するところが多しh よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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